
柳
田
國
男
以
前
１

松
岡
國
男
の
明
治
三
十
四
年

明
治
三
十
三
年
七
月
、
松
岡
國
男
は

東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
科
を
卒

業
し
、
農
商
務
省
農
務
局
に
勤
務
す
る
。

同
時
に
、
本
郷
駒
込
富
士
前
町
の
下
宿

に
移
り
、
大
学
院
に
籍
を
置
き
学
業
を

続
け
る
と
と
も
に
、
九
月
か
ら
は
毎
週

火
曜
日
に
早
稲
田
大
学
で
農
政
学
を
講

義
す
る
と
い
う
生
活
を
送
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
年
の
秋
に
は
、
一
年
ほ
ど
前

か
ら
あ
っ
た
柳
田
家
の
養
嗣
子
と
な
る

話
が
決
ま
り
、
牛
込
加
賀
町
の
柳
田
家

へ
往
来
す
る
よ
う
に
な
る
。

翌
三
十
四
年
正
月
に
は
柳
田
家
に
居

る
こ
と
が
多
く
な
り
、
友
人
た
ち
も
國

男
に
逢
う
た
め
に
柳
田
家

を
訪
ね
て
い
る
。
こ
の
頃
、

國
男
と
親
交
の
あ
っ
た
島

崎
藤
村
・
田
山
花
袋
・
國

木
田
獨
歩
・
蒲
原
有
明
・

川
上
眉
山
ら
で
あ
る
。
一

月
に
青
山
美
竹
町
に
移
転
、

二
月
に
は
一
週
間
程
群
馬

県
西
南
部
の
前
橋
・
桐

生
・
伊
勢
崎
あ
た
り
の
製

糸
会
社
を
官
吏
と
し
て
最

初
の
視
察
旅
行
す
る
一
方

で
、
三
月
の
学
士
会
の
社

会
政
策
研
究
会
に
出
席
、

四
月
に
は
動
物
保
護
や
産

業
組
合
関
係
の
研
究
の
た
め
大
学
に
通

う
と
い
う
よ
う
な
生
活
を
続
け
て
い

た
。そ

し
て
五
月
二
十
九
日
に
柳
田
家
の

養
嗣
子
と
し
て
入
籍
し
た
。
養
嗣
子
に

な
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
詳
細
な

研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
改
め
て
触

れ
な
い
が
、
養
父
直
平
は
信
州
飯
田
藩

の
出
身
、
大
審
院
判
事
。
妻
と
な
る
孝

は
当
時
十
六
歳
だ
っ
た
の
で
、
実
際
の

結
婚
は
三
年
後
の
明
治
三
十
七
年
四
月

に
な
る
の
だ
が
、
國
男
は
入
籍
と
同
時

に
、
青
山
か
ら
牛
込
加
賀
町
の
柳
田
家

に
移
っ
た
。
八
月
に
信
州
小
諸
に
島
崎

藤
村
を
訪
ね
、
十
月
か
ら
十
一
月
、
木

曾
以
外
の
信
州
各
郡
下
を
約
四
十
日
に

わ
た
っ
て
産
業
組
合
・
農
会
に
つ
い
て

講
演
旅
行
を
し
て
い
る
。
こ
の
旅
行
の

間
に
、
養
家
の
故
郷
飯
田
に
立
ち
寄
り
、

墓
参
。「
養
父
直
平
と
似
て
い
る
の
で
、

實
子
と
み
ら
れ
、
そ
れ
以
後
あ
ら
た
め

て
柳
田
家
の
人
と
な
る
こ
と
を
決
意
す

る
」（『
定
本
柳
田
國
男
集
』
別
巻
第
五

「
年
譜
」）
こ
と
に
な
る
。
こ
の
旅
が
、

國
男
に
と
っ
て
、
運
命
的
な
旅
で
あ
っ

た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
明
治
三
十
四
年
十
月

か
ら
十
一
月
の
旅
の
途
中
で
、
國
男
が

次
の
四
首
の
短
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
は
意

外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

足
引
の
山
田
の
氷
う
ち
と
け
て
ぬ

る
夜
す
く
な
き
旅
に
も
あ
る
か
な

（「
南
信
途
上
」）

た
ひ
人
の
こ
ろ
も
の
袖
を
こ
と
更

に
吹
く
に
も
に
た
る
夕
あ
ら
し
か
な

水
う
み
の
夕
の
浪
の
お
と
き
け
は

い
で
ゆ
の
宿
も
さ
む
く
な
り
け
る

（「
諏
訪
に
て
」）

遠
近
の
山
に
す
み
や
く
夕
け
ふ
り

雲
棚
ひ
き
て
日
は
く
れ
に
け
り
（「
田

中
温
泉
即
景
」）

こ
の
短
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
の
は

明
治
三
十
四
年
十
二
月
二
十
日
発
行
の

『
伊
那
青
年
』（
第
二
十
三
号
）
で
あ
る
。
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柳
田
國
男
以
前
２

揺
れ
る
心
を
見
つ
め
る
新
資
料

「
柳
田
國
男
の
全
著
作
を
、
発
表
順
・

刊
行
順
に
配
列
し
た
」
書
誌
（『
定
本

柳
田
國
男
集
』
別
巻
第
五
「
書
誌
」）

に
よ
っ
て
國
男
の
関
心
を
探
れ
ば
、
明

治
三
十
四
年
以
前
は
『
文
学
界
』『
國

民
の
友
』『
帝
國
文
学
』
あ
る
い
は
友

人
回
覧
誌
へ
の
新
体
詩
や
短
歌
な
ど
の

発
表
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
三
十
四

年
か
ら
「
生
産
組
合
の
性
質
に
就
い
て
」

（「
大
日
本
農
会
報
」）
な
ど
、
業
務
関

連
の
論
文
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

翌
明
治
三
十
五
年
に
は
農
政
学
関
係
の

論
文
が
３
本
と
、
紀
行
随
筆
「
伊
勢
の

海
」（『
太
陽
』）
・
「
栗
の
花
」（『
や

ま
び
こ
』）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

前
記
の
四
首
の
記
載
は
な
い
。

こ
の
短
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
の
は

明
治
三
十
四
年
十
二
月
二
十
日
発
行
の

『
伊
那
青
年
』（
第
二
十
三
号
）。
誌
名

が
示
す
よ
う
に
長
野
県
下
伊
那
郡
の

「
郡
下
三
十
ヵ
町
村
三
百
四
十
八
人
が

参
加
し
て
結
成
さ
れ
た
下
伊
那
青
年
会

が
編
集
、
発
行
し
た
機
関
誌
」（
後
藤

総
一
郎
編
『
飯
田
・
下
伊
那
新
聞
雑
誌

発
達
史
』「
伊
那
青
年
」）
で
あ
る
。
地

域
の
青
年
の
新
思
想
を
求
め
る
動
き
が

生
み
出
し
た
雑
誌
で
、
明
治
三
十
三
年

二
月
創
刊
、「
明
治
三
十
五
年
十
二
月

廃
刊
？
」（
前
掲
書
）、
編
輯
兼
発
行
人

は
小
林
洋
吉
（
29
号
以
降
、
木
下
倭
志

雄
）
で
あ
る
。

こ
の
「
雑
録
」
の
欄
に
、
柳
田
國
男

の
来
峡
を
告
げ
る
以
下
の
記
載
が
あ

る
。

「
柳
田
法
学
士
講
話
会
　
農
商
務
属
法

学
士
柳
田
国
男
氏
は
本
県
農
会
の
招
聘

に
応
じ
て
県
下
各
郡
を
巡
回
し
て
産
業

組
合
に
関
す
る
講
話
を
行
ひ
た
り
し
が

本
郡
へ
は
去
月
二
十
九
日
来
着
翌
三
十

日
午
後
二
時
よ
り
飯
田
町
繭
市
場
会
社

に
於
て
開
会
せ
ら
る
斎
藤
謙
吉
氏
開
会

を
報
し
柳
田
氏
は
二
時
間
余
に
亘
り
て

熱
心
講
話
せ
ら
る
来
聴
者
百
八
十
余
名

頗
る
盛
会
な
り
き
」

新
体
詩
人
と
し
て
中
央
で
も
多
少
は

知
ら
れ
た
松
岡
（
柳
田
）
國
男
の
来
峡

を
知
っ
て
、
文
芸
欄
「
文
苑
」
の
コ
ー

ナ
ー
が
あ
る
こ
の
雑
誌
編
輯
子
の
配
慮

だ
っ
た
に
相
違
な
い
が
、
文
芸
の
欄
に

「
法
学
士
」
の
肩
書
き
で
四
首
を
載
せ

た
他
に
、
前
述
の
「
雑
報
」
欄
の
記
述

が
あ
る
。

昭
和
四
十
六
年
か
ら
刊
行
に
な
っ
た

『
定
本
　
柳
田
國
男
集
』
に
、
こ
の
短

歌
が
収
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、『
伊

那
青
年
』
が
地
方
誌
で
あ
り
蒐
集
の
枠

か
ら
漏
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き

る
。
ま
た
仮
に
蒐
集
さ
れ
て
い
た
と
し

て
も
、
柳
田
本
人
の
許
諾
や
校
正
を
受

け
て
い
た
か
疑
義
が
あ
る
と
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
前
出
の
『
飯
田
・
下
伊
那

新
聞
雑
誌
発
達
史
』
の
「
伊
那
青
年
」

の
項
に
、
柳
田
國
男
が
四
首
短
歌
を
寄

せ
た
と
い
う
記
述
は
あ
る
も
の
の
、
そ

の
後
、
郷
土
誌
『
伊
那
』
等
に
も
、
こ

の
短
歌
に
触
れ
た
記
述
は
見
当
た
ら
な

い
。

し
か
し
、「
本
人
の
校
正
を
受
け
た

か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
雑
録
」

が
記
録
す
る
よ
う
に
、
郷
土
に
関
わ
り

の
著
名
人
士
を
迎
え
て
の
講
演
会
で
あ

れ
ば
字
句
や
表
記
の
多
少
の
違
い
は
あ

る
に
し
て
も
、
柳
田
本
人
が
詠
ん
だ
で

あ
ろ
う
こ
と
は
信
じ
る
に
足
る
し
、
柳

田
國
男
二
十
七
歳
の
時
期
、
養
嗣
子
を

決
意
す
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
旅
の
途
上
で

詠
ま
れ
た
短
歌
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

柳
田
研
究
家
諸
氏
の
論
議
に
な
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
の
で
あ

る
。「

う
ち
と
け
て
ぬ
る
夜
す
く
な
き
」

「
た
ひ
人
の
こ
ろ
も
の
袖
を
こ
と
更
に

吹
く
に
も
に
た
る
夕
あ
ら
し
」
な
ど
は
、

養
家
柳
田
の
故
郷
に
向
か
う
、
養
嗣
子

の
心
細
さ
が
、
行
間
紙
背
に
垣
間
見
え

る
と
読
む
の
は
穿
ち
過
ぎ
で
あ
ろ
う

か
。

（
二
〇
〇
八
・
五
・
一
四
　
小
田
嶋
記
）


